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登米市長
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市民の皆さまと共に駆ける
花開き実を結ぶ一年に

馬の如
ご と

く力強く――
登米市のさらなる飛躍に向けて
登米市議会議長

中澤 宏
ひろし

20262026

年頭のあいさつ

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、す

が
す
が
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。  

　

２
０
２
６
年
は
十
二
支
の
中
で「
午う

ま

年
」

と
な
り
ま
す
。馬
は
古
来
よ
り
、勇
ま
し
く

力
強
い
動
物
と
し
て
知
ら
れ
、そ
の
自
由

奔
放
な
走
り
や
跳
躍
力
は「
発
展
」や「
飛

躍
」の
象
徴
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。速
さ
と

持
久
力
を
兼
ね
備
え
、遠
く
ま
で
力
強
く

進
む
馬
の
姿
に
は
、新
し
い
挑
戦
に
立
ち

向
か
い
、希
望
の
未
来
へ
突
き
進
む
力
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。私
た
ち
登
米
市
も
、こ
の
午

年
を
迎
え
、馬
の
よ
う
に
力
強
く
未
来
を

切
り
拓
い
て
い
け
る
も
の
と
、強
く
信
じ

て
お
り
ま
す
。  

　

そ
し
て
、昨
年
は
本
市
に
と
っ
て
特
別

な
意
味
を
持
つ
一
年
と
な
り
ま
し
た
。平

成
17
年
４
月
に
９
つ
の
町
が
合
併
し
、登

米
市
が
誕
生
し
て
以
来
、20
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

の
歩
み
は
、皆
さ
ま
と
共
に
築
き
上
げ
て

き
た
か
け
が
え
の
な
い
歴
史
で
あ
り
、多

く
の
困
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
も
、確
か

な
成
長
と
発
展
を
積
み
重
ね
て
き
た
証
し

で
も
あ
り
ま
す
。こ
の
節
目
を
経
て
、本
市

は
新
た
な
21
年
目
へ
と
歩
み
出
し
ま
し
た
。  

　

ま
た
、昨
年
は
市
議
会
議
員
の
改
選
が

行
わ
れ
、新
し
い
顔
ぶ
れ
で
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。よ
り
一
層
市
民
皆
さ

ま
の
声
を
反
映
し
、市
政
を
力
強
く
前
進

さ
せ
る
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。議
会

で
は
、市
政
の
監
視
と
政
策
提
言
の
役
割

を
果
た
す
と
と
も
に
、市
民
福
祉
の
向
上

と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
不

断
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。  

　

現
代
社
会
は
、少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
、社
会
情
勢
の
変
化
へ
の
対
応
な
ど
、多

く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。特
に
若

い
世
代
が
安
心
し
て
生
活
し
、子
育
て
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
は
、ま
ち
の
将
来
を

支
え
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。今
後
も
、

教
育
の
充
実
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、

働
き
や
す
い
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、新
た
な
産
業
の
創
出
や
観
光
振
興
、地

元
企
業
の
支
援
を
推
進
し
、地
域
経
済
を

活
性
化
し
て
い
く
こ
と
で
、安
心
し
て
未

来
を
描
け
る
基
盤
を
つ
く
り
、市
民
一
人

一
人
が「
こ
こ
で
暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
」と

実
感
で
き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
ま
す
。  

　

私
た
ち
も
馬
の
如
く
力
強
く
、勇
気
を

持
っ
て
走
り
進
む
姿
勢
を
示
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、開
か
れ
た
議
会

運
営
を
目
指
し
、皆
さ
ま
の
意
見
を
尊
重

し
な
が
ら
地
域
の
発
展
に
向
け
て
努
力
を

惜
し
ま
ず
に
職
務
を
果
た
し
て
い
く
所
存

で
す
。  

　

結
び
に
、新
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
健
康
で
幸
せ
に
満
ち
た
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

令
和
８
年
の
幕
開
け
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

午う
ま

年
の
新
春
を
迎
え
、胸
が
高
鳴
る
思

い
で
あ
り
ま
す
が
、駿
馬
が
大
地
を
力
強

く
駆
け
る
よ
う
に
、ス
ピ
ー
ド
感
と
持
続

力
を
も
っ
て
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に〝
た

づ
な
〞を
握
り
、市
政
を
前
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、本
年
も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
、平
成
17
年
に
誕
生
し
て
以
来
、

20
周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
、記
念
式

典
に
お
い
て
は
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、盛
会
裏
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
20
年
の
歳
月

の
中
に
は
、私
た
ち
の
記
憶
に
残
る
多
く

の
出
来
事
が
あ
り
、東
日
本
大
震
災
を
は

じ
め
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
な
ど
未
曽
有
の
危
機
に
直
面
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
と
お
力
添
え
に
よ
り
、こ
の
危
機

を
乗
り
越
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
、改
め

て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、本
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
一
層
進
行
し
、

令
和
６
年
の
出
生
数
が
初
め
て
３
０
０

人
を
下
回
り
、極
め
て
深
刻
な
局
面
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。加
え
て
、物
価
高
が
続

き
、食
品
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
が
、

日
々
の
暮
ら
し
に
重
い
影
を
落
と
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
は
、豪
雨
や
猛
暑
、そ
し
て

昨
年
２
月
の
岩
手
県
大
船
渡
市
の
大
規
模

山
林
火
災
を
は
じ
め
、自
然
災
害
が
頻
発

す
る
状
況
が
続
き
、地
域
の
安
全
・
安
心
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
・
経
済
・
環
境
が
著
し
く

変
化
す
る
中
に
お
い
て
、令
和
８
年
度
か

ら「
第
三
次
登
米
市
総
合
計
画
」が
ス
タ
ー

ト
し
、今
後
の
10
年
を
見
据
え
る
極
め
て

重
要
な
年
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
の
将
来
像
で
あ
る「
あ
ふ
れ
る
笑
顔 

豊
か
な
自
然 

住
み
た
い
ま
ち 

と
め
」の
実

現
に
向
け
、計
画
に
掲
げ
る
各
種
施
策
を

力
強
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
も
、

私
の
モ
ッ
ト
ー
は「
市
民
生
活
第
一
主
義
」

で
す
。市
民
皆
さ
ま
の
幸
福
や
福
祉
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、多
く
の

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
一
つ
一
つ
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
や

環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、

課
題
の
解
決
に
向
け
真
摯
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
力

を
合
わ
せ
、心
を
寄
せ
合
い
な
が
ら
、花
開

き
実
を
結
ぶ
事
業
を
展
開
し
、本
市
を
さ

ら
に
盛
り
上
げ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、皆
さ
ま
の
市
政
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、笑
顔
と
希
望
に
満
ち
た
飛
躍
の
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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１
９
８
７
年
に
中
田
町
社

会
福
祉
協
議
会（
２
０
０
５

年
に
合
併
し
市
社
会
福
祉
協

議
会
）職
員
と
な
り
、老
人
家

庭
奉
仕
員
や
看
護
師
と
し
て

勤
務
。13
年
本
部
介
護
福
祉

課
介
護
福
祉
係
長
兼
障
害
者

ケ
ア
ホ
ー
ム
管
理
者
兼
生

活
支
援
員
、特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
施
設
長
を
歴
任
し
、

地
域
の
福
祉
の
向
上
に
尽
力

し
ま
し
た
。

　

１
９
８
０
年
中
田
町
消
防

団
に
入
団
。２
０
１
６
年
登

米
市
消
防
団
分
団
長
、18
年

同
副
団
長
に
就
任
し
、地
域

防
災
の
確
立
に
貢
献
し
ま
し

た
。20
年
に
退
団
す
る
ま
で

の
39
年
10
カ
月
間
、団
員
の

消
防
技
術
の
向
上
な
ど
に
寄

与
し
、住
民
生
命
と
財
産
の

保
護
、消
防
技
術
お
よ
び
地

域
防
災
力
の
向
上
に
尽
力
し

ま
し
た
。

佐々木 一
はしめ

　

１
９
９
６
年
豊
里
町
議
会

議
員
に
当
選
以
来
、登
米
市

議
会
議
員
を
含
め
た
20
年
８

カ
月
に
わ
た
り
、地
域
発
展

に
貢
献
。２
０
０
９
年
産
業

経
済
常
任
委
員
会
委
員
長
、

13
年
議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
を
歴
任
し
、活
発
な
委
員

会
活
動
に
注
力
し
ま
し
た
。

高
い
政
治
信
念
を
も
っ
て
地

方
自
治
の
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

１
９
７
８
年
豊
里
町
消
防

団
に
入
団
。２
０
１
０
年
登

米
市
消
防
団
分
団
長
、18
年

同
副
団
長
に
就
任
し
、地
域

防
災
の
確
立
に
貢
献
し
ま
し

た
。24
年
に
退
団
す
る
ま
で

の
46
年
間
、災
害
防
止
、消
防

設
備
の
整
備
拡
充
な
ど
に
寄

与
し
、住
民
生
命
と
財
産
の

保
護
、消
防
技
術
お
よ
び
地

域
防
災
力
の
向
上
に
尽
力
し

ま
し
た
。

　

１
９
７
８
年
登
米
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
に
入
庁
。

２
０
１
８
年
に
登
米
市
消
防

署
長
に
就
任
し
、部
隊
の
統

括
調
整
を
す
る
と
と
も
に
、

火
災
予
防
思
想
の
普
及
啓
発

や
消
防
行
政
の
資
質
向
上
に

貢
献
し
ま
し
た
。20
年
に
退

職
す
る
ま
で
の
41
年
９
カ
月

間
、住
民
の
生
命
と
地
域
財

産
の
保
護
、地
域
防
災
力
の

向
上
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

１
９
８
６
年
に
宮
城
県
職

員
と
な
り
、県
立
瀬
峰
病
院

（
２
０
０
３
年
に
県
立
循
環

器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
に

改
称
）に
勤
務
。11
年
同
病
院

看
護
部
上
席
主
任
看
護
師
兼

看
護
師
長
、13
年
同
病
院
看

護
部
副
部
長
、14
年
同
病
院

看
護
部
長
を
歴
任
し
、看
護

業
務
、看
護
教
育
お
よ
び
県

立
病
院
の
健
全
な
運
営
に
尽

力
し
ま
し
た
。

　

１
９
８
４
年
津
山
町
消
防

団
に
入
団
。２
０
１
０
年
登

米
市
消
防
団
分
団
長
、18
年

同
副
団
長
に
就
任
し
、地
域

防
災
の
確
立
に
貢
献
し
ま
し

た
。22
年
に
退
団
す
る
ま
で

の
38
年
間
、団
員
の
育
成
指

導
、防
火
思
想
の
普
及
高
揚

な
ど
に
寄
与
し
、住
民
生
命

と
財
産
の
保
護
、消
防
技
術

お
よ
び
地
域
防
災
力
の
向
上

に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

１
９
８
１
年
佐
沼
地
区
交

通
安
全
協
会
上
沼
支
部
代
議

員
と
し
て
交
通
安
全
活
動
を

開
始
。２
０
０
５
年
同
支
部

長
、10
年
佐
沼
地
区
交
通
安

全
協
会
副
会
長
を
歴
任
し
、

14
年
同
会
長
、宮
城
県
交
通

安
全
協
会
理
事
に
就
任
し
、

地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
、交
通
事
故
防
止

の
啓
発
お
よ
び
後
進
の
育
成

な
ど
に
尽
力
し
ま
し
た
。

2 0 2 5 秋

　

１
９
８
９
年
中
田
町
議
会

議
員
に
当
選
以
来
、登
米
市

議
会
議
員
を
含
め
た
19
年

11
カ
月
に
わ
た
り
、地
域
発

展
に
貢
献
。94
年
議
会
運
営

委
員
会
委
員
長
、97
年
総
務

常
任
委
員
会
委
員
長
を
歴
任

し
、活
発
な
委
員
会
活
動
と

円
滑
な
運
営
に
注
力
し
ま
し

た
。豊
富
な
経
験
で
、地
方
自

治
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　「第52回全国醤
しょう

油
ゆ

品評会」（日
本醤油協会主催）が10月１日に開
かれ、ヤマカノ醸造の濃口しょう
ゆ「純正」が、全国から応募のあっ
た303点の中から、最高賞の農林
水産大臣賞を受賞しました。
　同社は、最高品質の生産体制
を整えるために、2022年からプロ
ジェクトチームを発足。最高賞を
受賞した他社のしょうゆを研究
しながら、データに基づいた品質

向上に務めてきました。
　品評会では、香りの良さに加え
て、色合いの美しさ、まろやかな
味わいが高く評価されました。同
社の鈴木彦

ひこ

衛
え

代表取締役社長は、
「『チームヤマカノ』が一丸となっ
て取り組んだ成果が評価され、初
の受賞となり感無量です。みそと
しょうゆの両方で日本一を目指
して、これからも技術を磨いてい
きます」と、喜びを語りました。

▶
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　兄と姉の影響で、気付いたら自分
も空手を始めていました。優勝はで
きませんでしたが、楽しかったので、
来年も出場できるよう頑張ります。

　高校最後の国スポ。悔しい結果
でしたが、心に残る大会でした。
これからも結果に貪欲に、オリン
ピック出場を目指して頑張ります。

　ヨットの上でも落ち着いて行動
することを意識し、練習を重ねま
した。いい順位で走れたレースの
感覚を大切にし、苦手な部分を少
しずつ克服していきたいです。

　一つの音楽をどれだけよいものにできるか考えな
がら練習し、本番では全力を出し切り演奏しました。
全国の舞台で得た多くの学びと経験を生かし、心に
響く演奏ができるよう、練習を重ねていきます。

　「全国大会に出場したい」と強く願いながら、吹奏
楽コンクールの練習と並行して朝早くから夜遅くま
で練習してきました。目標の賞には届きませんでし
たが、いい演奏・演技が披露できたと思います。ここ
で培った力を来年度に生かしていきたいです。

　クルーの動きを合わせることに
力を入れ、課題を明確にしながら
集中して練習しました。大学でも
ボートを続けるので、日本一を目
指して努力を続けていきます。

　他校の先輩との合同クルー
だったため、練習を通じて新しい
知識や課題が発見できました。今
後に向けて、悔いが残らないよう、
さらに努力を重ねていきます。

　高校日本代表候補を擁する九州地区とも試合がで
き、通用する部分もあって自信につながりました。支えて
くださった皆さんへの感謝を忘れず、ラグビーだけでな
く人としても応援・信頼される存在を目指していきます。

　全国大会という大舞台で、自分たちの強みを発揮で
きた場面もあり、うれしかった一方で、多くの課題も見つ
かりました。この経験を生かし、より具体的な改善点に
フォーカスを当てながら、練習に取り組んでいきます。

　昨年より上の賞を目指して頑張
りました。予想以上の賞に最初は
信じられず、受賞式を経てやっと
実感がわきました。来年はさらに
上を目指し、一層練習に励みます。

　得意とするレシーブに磨きをか
け、全力で戦いました。JOCでは、
宮城県代表としていい成績を残
せるよう、全力で頑張ります。

　コミュニケーションを大切に練
習を重ね、T

ジ

HE A
エ ー ス

CEというチーム
で日本予選を突破しました。見る
人を笑顔にするダンスを心がけ、ア
ジア大会でも全力を尽くします。

　憧れの国スポに向けて必死に
稽古を続け、技を磨きました。支え
てくれた皆さんへの感謝を胸に、
今後は指導者や社会人選手として
相撲を盛り上げていきたいです。

　3年生の先輩と一緒に出る最後
の大会だったので、気合を入れて
臨みました。来年も全国大会に出
場し、いい結果を残せるよう、日々
の練習を大切にしていきます。
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令
和
７
年
度
の
県
文
化
の
日
表

彰
お
よ
び
市
政
功
労
者
表
彰
の
受

賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

10
月
30
日（
木
）

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー

ル
宮
城

●▼
氏
家
英ひ

で

人と

（
迫
）▼
關
孝こ

う（
迫
）

●▼
飯
塚
英え

い

耕こ
う（
迫
）▼
佐
藤
幸こ

う

治じ

（
豊
里
）▼
鈴
木
巖い

わ
お（
中
田
）▼
高

橋
清き

よ

範の
り（
南
方
）▼
門
馬
一い

ち

郎ろ
う（
中

田
）

●▼
亀
井
陽よ

う

逸い
つ（

津
山
）▼
三
浦
守も

り

正ま
さ

（
迫
）

●▼
浅
野
英え

い

一い
ち（
迫
）

●▼
千
葉
明あ

き

宏ひ
ろ（
迫
）▼
八
嶋
德の

り

吉よ
し

（
石
越
）

●▼
岩
﨑
昭あ

き

男お

（
迫
）▼
及
川
治お

さ
む（
豊

里
）▼
小
室
秀ひ

で

夫お

（
登
米
）

●▼
佐
藤
養よ

う

一い
ち（
米
山
）

11
月
３
日（
月
・
祝
）

水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

●▼
千
葉
良り

ょ
う

悦え
つ（
米
山
）▼
乾
和か

ず

子こ

（
迫
）▼
及
川
さ
よ
子こ

（
中
田
）▼
大

浪
し
ず

江え

（
米
山
）▼
鈴
木
太ふ

と
し（

迫
）▼

狩
野
光み

つ

男お

（
迫
）▼
遠
藤
光み

つ

博ひ
ろ（

迫
）

▼
伊
藤
博ひ

ろ
し（

迫
）▼
秋
山
英ひ

で

俊と
し（

登

米
）▼
三
田
静し

ず

夫お

（
登
米
）▼
金
野

勝ま
さ
る（
東
和
）▼
佐
藤
啓け

い（
中
田
）▼
沼

榮さ
か

志し

（
豊
里
）▼
佐
藤
久ひ

さ

儀よ
し（
豊

里
）▼
渡
辺
重し

げ

利り

（
豊
里
）▼
伊
藤

俊し
ゅ
ん

一い
ち（
米
山
）▼
故 

鈴
木
敬け

い

一い
ち（
米

山
）▼
石
堂
幸こ

う

一い
ち（
米
山
）▼
中
澤

豊と
よ

彦ひ
こ（

米
山
）▼
濱
田
和か

ず

幸ゆ
き（

米
山
）

▼
松
浦
耕こ

う

治じ

（
石
越
）▼
金
正ま

さ

男お

（
石
越
）▼
大
久
保

よ
し

彦ひ
こ（
南
方
）

●▼
渡
辺
重し

げ

利り

（
豊
里
）▼
加
藤
政ま

さ

昭あ
き

（
豊
里
）

●▼
千
葉
健け

ん

太た

（
登
米
）▼
荒
木
良り

ょ
う

行こ
う（
中
田
）▼
佐
藤
安や

す

宏ひ
ろ（
石
越
）

●▼
及
川
恵え

美み

（
東
和
）▼

原
清き

よ

子こ

（
米
山
）▼
佐
々
木
し
げ
子こ

（
中
田
）

▼
髙
橋
き
え
こ（
豊
里
）

●▼
伊
藤
勝ま

さ
る（
迫
）▼
佐
藤
芳よ

し

直な
お（
迫
）

▼
山
田
征せ

い

子こ

（
迫
）▼
佐
藤
安や

す

宏ひ
ろ

（
石
越
）▼
南
浦
洋よ

う

州し
ゅ
う（
石
越
）▼
田

代
和わ

郎ろ
う（

南
方
）▼
長
倉
照て

る

男お

（
南

方
）▼
鈴
木
智ち

栄え

子こ

（
南
方
）▼
鈴

木
香か

代よ

子こ

（
南
方
）

●▼
猪
又
実み

の
る（
中
田
）▼
佐
藤
博は

く

童ど
う

（
津
山
）

●▼
佐
々
木
順じ

ゅ
ん（
迫
）▼
坂
本
直な

お

弥や

（
迫
）▼
坂
部
和か

ず

徳の
り（

迫
）▼
佐
藤
宏ひ

ろ

明あ
き（

迫
）▼
高
橋
章あ

き

喜よ
し（

迫
）▼
伊
藤

優ま
さ

彦ひ
こ（

迫
）▼
及
川
則の

り

行ゆ
き（

迫
）▼
山

田
隼は

や

人と

（
迫
）▼
丹
野
弘ひ

ろ

幸ゆ
き（
迫
）▼

岡
元
謙け

ん

一い
ち（
迫
）▼
伊
藤
拓た

く

哉や

（
迫
）

▼
阿
部
勝か

つ

幸ゆ
き（
東
和
）▼
伊
藤
正ま

さ

弘ひ
ろ

（
東
和
）▼
小
川
拓た

く

真ま

（
東
和
）▼
佐

藤
芳よ

し

信の
ぶ（
東
和
）▼
岩
渕
善よ

し

郎ろ
う（
東

和
）▼
須

繁し
げ

男お

（
東
和
）▼
熊
谷
勝ま

さ
る

（
東
和
）▼
及
川
光こ

う

次じ

（
東
和
）▼
山

内
一か

ず

浩ひ
ろ（
中
田
）▼
佐
々
木
康や

す

輝き

（
中

田
）▼
佐

正ま
さ

孝た
か（
中
田
）▼
佐
々
木

直な
お

幸ゆ
き（
中
田
）▼
佐
々
木
学ま

な
ぶ（
中
田
）

▼
千
葉
達た

つ

弥や

（
中
田
）▼
佐
々
木
崇た

か

興お
き（

中
田
）▼
佐
々
木
和か

ず

則の
り（

中
田
）

▼
千
葉
武た

け
し（

豊
里
）▼
伊
藤
淳あ

つ
し（

米

山
）▼
中
嶌
孝た

か

幸ゆ
き（
米
山
）▼
佐
藤
伸し

ん

（
米
山
）▼
後
藤
博ひ

ろ

之ゆ
き（
米
山
）▼
髙

橋
律り

つ

夫お

（
米
山
）▼
稲
邉
竜り

ゅ
う（
石
越
）

▼
髙
橋
俊と

し

幸ゆ
き（
南
方
）▼
高
橋
清せ

い

幸こ
う

（
南
方
）▼
高
橋
望の

ぞ
む（
南
方
）▼
地
紙

洋ひ
ろ

幸ゆ
き（
南
方
）▼
三
浦
功こ

う（
南
方
）▼

佐
藤
敏と

し

浩ひ
ろ（
南
方
）▼
星
邦く

に

弘ひ
ろ（
南

方
）▼
佐
瀬
克か

つ

浩ひ
ろ（

南
方
）▼
矢
部
健け

ん

Zoom Up Tome 

　得意なショットを生かすため
に、落ち着いて考えながらプレー
することを心がけています。大会
では、一戦一戦集中して、全力で
挑みたいと思います。

　職員さんやコーチにアドバイス
をもらいながら毎日練習し、入賞
できました。来年もまた全国大会
に出られるよう頑張ります。

　

令
和
７
年
度
宮
城
県
総
合
畜
産

共
進
会（
肉に

く

豚と
ん

の
部
）が
10
月
29
日

か
ら
31
日
ま
で
開
催
さ
れ
、本
市

の
出
品
豚
が
名
誉
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。登
米
地
区
と
し
て
も
、総
合

優
勝
と
な
る
団
体
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、生
産
者
の
飼
養
管
理
技
術

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
第
１
区
＝
三
塚
正ま

さ

惠え

（
迫
町
）

▼
第
１
区
＝
１
席
／

ピ
ッ
グ
夢
フ
ァ
ー
ム（
豊
里
町
）

登
米
地
区

産
業
経
済
部
農
政

課（
畜
産
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

太た

朗ろ
う（
南
方
）▼
安
藤
亮り

ょ
う（
南
方
）▼

小
野
寺
悠ゆ

う（
南
方
）▼
星
和か

ず

恵え

（
南

方
）▼
菅
原
幸ゆ

き

広ひ
ろ（
中
田
）▼
大
森

康や
す

弘ひ
ろ（
津
山
）▼
後
藤
武た

け
し（
南
方
）▼

阿
部
和か

ず

広ひ
ろ（

津
山
）▼
鈴
木
隆た

か

也や

（
津

山
）▼
山
崎
雄ゆ

う

一い
ち（

津
山
）▼
佐
々
木

正ま
さ

義よ
し（
津
山
）

●▼
及
川
顕あ

き

宏ひ
ろ（
迫
）▼
遠
藤
智と

も

幸ゆ
き

（
迫
）▼
及
川
保や

す

幸ゆ
き（
登
米
）▼
鮱
名

誠せ
い

孝こ
う（
中
田
）▼
山
内
功い

さ
お（
中
田
）▼

佐
々
木
隆た

か

俊と
し（
中
田
）▼
金
澤
い
く

子こ

（
石
越
）▼
佐
藤
喜き

美み

男お

（
迫
）▼

三
浦
孝こ

う

次じ

郎ろ
う（

東
和
）

　腹筋や腕立て伏せで力を付け、
どんな球が来ても打ち返せるよ
う、一生懸命練習に取り組んでい
ます。大会では、一勝でも多く勝
ち進めるよう頑張りたいです。

　基本を大切に、メリハリのある練習を意識しな
がら、一人一人が真剣に空手と向き合い、全力で取
り組んできました。今回の結果に満足することな
く、「有言実行・真

ま っ

向
こ う

勝負」のスローガンを胸に、さ
らなる成長を団員全員で目指していきます。

　支部員全員で全国大会に出場することを目標
に、全力で練習を頑張ってきました。出場を果たし
た選手は、それぞれの種目でベストを尽くすこと
ができたと思います。結果がよかった子も、悪かっ
た子も、また来年につながる大会になりました。

　強化練習会に参加しながら、
日々練習に取り組んできました。
来年は出場する全種目でメダルが
取れるよう頑張っていきたいです。
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ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
、パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
る
事
業
者
が
、市
の

公
共
施
設
な
ど
に
事
業
者
名
や

商
品
名
な
ど
を
冠
し
た
愛
称
を

命
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利

で
す
。現
在
、「
水
の
里
ホ
ー
ル
・

A
bebisou

」（
登
米
祝
祭
劇
場
）な

ど
、10
施
設
に
お
い
て
愛
称
が
命

名
さ
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。事

業
者
の
皆
さ
ん
の
広
告
塔
と
し

て
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●

高
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
、登
米
市
民
プ
ー
ル
、平
筒
沼

ふ
れ
あ
い
公
園
・
平
筒
沼
ふ
れ
あ

い
公
園
管
理
棟（
平
筒
沼youyou

館
）、登
米
市
光
ヶ
丘
球
場

１
月
30
日（
金
）

※
提
案
募
集
型
は
随
時
募
集
中

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参

※
郵
送
の
場
合
は
封
筒
に「
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
実
施
申
込
」と
記
載

　
「
令
和
７
年
度
野
菜
た
っ
ぷ

り
！
適
塩
ナ
ト
カ
リ
レ
シ
ピ
コ
ン

テ
ス
ト
」に
市
内
小
学
５
・
６
年
生

の
親
子
か
ら
１
２
７
作
品
の
応
募

が
あ
り
、入
賞
作
品
が
決
定
。表
彰

式
が
11
月
15
日
、市
役
所
南
方
庁

舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

川
村
唯い

万ま

里り

（
石
越

小
６
年
）「
ガ
パ
オ
風
ヘ
ル
シ
ー

ミ
ー
ト
」

後
藤
明め

い

桜さ

（
加
賀
野
小

６
年
）「
き
ゅ
う
り
と
さ
ば
の
さ
っ

ぱ
り
サ
ラ
ダ
」

▼
石
川
こ
こ
ろ（
加

賀
野
小
５
年
）「
夏
野
菜
の
ヨ
ー
グ

ル
ト
グ
ラ
タ
ン
」▼
吉
田
そ
ら（
上
沼

小
５
年
）「
野
菜
が
美お

味い

し
い
!?
野

菜
ゴ
ロ
ゴ
ロ
サ
ラ
ダ
」

▼
春
日
美み

喜き

子こ

（
宝
江
小
６
年
）「
豆
乳
と
野
菜
の

ま
ろ
や
か
ス
ー
プ
」▼
髙
橋
悠は

る

希き

（
加

賀
野
小
６
年
）「
登
米
風
こ
づ
ゆ
」

▼
上
畑
夢ゆ

愛あ

（
加
賀

野
小
５
年
）「
ポ
ー
ク
ソ
テ
ー
夏
野

菜
ソ
ー
ス
が
け
」▼
多
田
優ゆ

月づ
き（

加

賀
野
小
５
年
）「
登
米
市
の
野
菜

た
っ
ぷ
り
ツ
ナ
キ
ッ
シ
ュ
」

※
入
賞
作
品
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制

度
」は
、少
子
化
対
策
を
社
会
全
体

で
支
え
る
た
め
に
、全
て
の
世
代

や
企
業
等
が
支
援
金
を
負
担
し
、

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
新
た

な
取
り
組
み
で
す
。次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
支
援
金
の

財
源
は
、国
民
健
康
保
険
や
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
、社
会
保
険
な

ど
の
公
的
医
療
保
険
制
度
か
ら
負

担
す
る
た
め
、令
和
８
年
度
か
ら
、

皆
さ
ん
が
加
入
す
る
医
療
保
険
制

度
の
保
険
税（
料
）に
段
階
的
に
上

乗
せ
し
て
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
税
＝
世
帯
構
成

や
所
得
な
ど
に
基
づ
き
算
出

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
所

得
な
ど
に
基
づ
き
算
出

※
具
体
的
な
保
険
税（
料
）額
は
、

令
和
８
年
７
月
に
発
送
す
る
納
税

通
知
書（
決
定
通
知
書
）で
お
知
ら

せ
し
ま
す

※
支
援
金
制
度
の
概
要
な
ど
に
つ

い
て
は
、こ
ど
も
家
庭
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

総
務
部
税
務
課

（
国
民
健
康
保
険
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

●12
月
27
日（
土
）〜
１
月
４
日（
日
）

※
出
生
届
や
死
亡
届
な
ど
、戸
籍
の

届
け
出
は
日
直
が
受
け
付
け
ま
す

各
総
合
支
所
市
民

課（
地
域
振
興
係
）

●12
月
27
日（
土
）〜
１
月
４
日（
日
）

各
市
立
病
院
・
診

療
所

●12
月
29
日（
月
・
友
引
）、１
月
１
日

（
木
・
祝
）〜
２
日（
金
）、４
日（
日
・

友
引
）

登
米
市
斎
場

☎
0
2
2
0（
2
2
）4
0
4
0

●12
月
31
日（
水
）〜
１
月
４
日（
日
）

環
境
事
業
所
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
2
5（
7
6
）0
1
0
2

●12
月
30
日（
火
）〜
１
月
４
日（
日
）

環
境
事
業
所
衛
生

セ
ン
タ
ー

☎
0
2
2
0（
5
8
）2
2
5
4

●１
月
１
日（
木
・
祝
）

※
12
月
29
日（
月
）〜
31
日（
水
）、

１
月
２
日（
金
）は
休
日
ダ
イ
ヤ

ま
ち
づ
く
り
推
進
部

市
民
協
働
課（
地
域
交
通・交
流
係
）

☎
0
2
2
0（
2
2
）2
1
7
3

●12
月
29
日（
月
）〜
１
月
４
日（
日
）

▼
豊
里
町
域
＝
市

立
豊
里
病
院

☎
０
２
２
５（
7
6
）2
0
2
3

▼
豊
里
以
外
の
町
域
＝
各
総
合
支

所
市
民
課（
地
域
振
興
係
）

●12
月
29
日（
月
）〜
１
月
４
日（
日
）

市
民
プ
ー
ル

☎
0
2
2
0（
2
2
）5
4
9
2

●12
月
９
日（
火
）〜
１
月
３
日（
土
）

※
燻
蒸
作
業
の
た
め
臨
時
休
館

歴
史
博
物
館

☎
0
2
2
0（
2
1
）5
4
1
1

※
詳
細
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

市
で
は
、令
和
８
年
度
か
ら
17

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
各

種
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、計
画

案
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼「
意
見
を
提
出
す

る
計
画
名（
案
）に
対
す
る
意
見
」

と
明
記
し
、郵
送
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
の

い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
様
式
は
自
由
で
す
▼
住
所
、氏

名（
団
体
な
ど
の
場
合
は
所
在
地
、

名
称
、代
表
者
名
）、電
話
番
号
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い

※
電
話
に
よ
る
意
見
提
出
は
で
き

ま
せ
ん

「
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ

き
適
切
に
取
り
扱
い
ま
す
。ま
た
、

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、意

見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
考
え

方
を
取
り
ま
と
め
た
上
、後
日
、市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

☎
死

☎
死
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新米を使った「おむすびづくり体験」では、参加者が思い思いに
おむすびを作り、その味に舌鼓を打ちました。

　「こめまる2025」（県東部地方振興事務所登米地域事
務所主催）が11月15日、エスファクトリー東北中江公園
を主会場に開かれ、約１万人が参加しました。
　イベントは、農業産出額県内トップを誇る本市の魅
力発信を目的に、初の開催。市内の高校生がパッケージ
をデザインした新米のお振る舞いや、コメの重さ当て
など、コメがテーマのさまざまな企画に加え、飲食ブー
スや体験ブースもあり、会場は大にぎわいでした。伊邉
滉
こう

太
た

さん（33）＝迫町泥内＝は「４歳の子どもと一緒に
楽しくコメの魅力を味わいました。くつろぎスペース
が子ども連れにありがたかったです」と話しました。

「にじ」や「翼をください」も披露され、子どもたちも一緒に歌っ
たり、歌詞に合わせて手拍子を打ったりして盛り上がりました。

　「アンジェリwith 清水♪ハートフルコンサート」が
11月４日、中津山小学校で開催され、全校児童と教職
員、約150人が鑑賞しました。
　コンサートは、「好き」、「夢」、「希望」をテーマに、音楽
で心のふれあいを広げようと開催。歌でメッセージを
伝えるコーラス隊「アンジェリ」の皆さんが、清水バン
ドの清水明

あきら

さんと共に、「奇跡の花」などのオリジナル
曲を含む６曲を披露しました。後藤雅

まさ

翔
と

さん＝５年＝
は「一人一人の思いが伝わって来て、一緒に歌ったら気
持ちがスッキリしました。はっとの歌の『はっとはっ
と』と歌う所が楽しかったです」と笑顔で話しました。

１万個以上の餅や市内飲食店等で使える割引券などが用意され、
会場に集まった人々は、次々と飛んでくる餅をつかみ取りました。

　「ソレは建前です！」（長沼ふるさと物産主催）が11月
３日、長沼フートピアトヨテツの丘公園で開かれ、市内
外から約１万人が訪れました。
　イベントは、上棟式で実施される「建前」を再現しな
がら、市制施行20周年を祝うことを目的に開催。メイン
イベントの餅まきを始め、マルシェや軽トラ市、チョー
クアート企画のほか、ステージでは20歳以下を対象に
したスター発掘コンテストなどが催され、多くの人が
思い思いに楽しみました。東京都から訪れた竹川奏

かなで

さ
ん（５）は「お餅やお菓子がいっぱい取れました。はっと
ンと遊んだのも楽しかったです」と笑顔を見せました。

エバースの二人は「火事には気を付けてね」と伝えながらチラシ
を配布。漫才も披露され、会場は笑いと拍手に包まれました。

　本市豊里町出身のお笑い芸人エバースの佐々木隆
たか

史
ふ み

さんが11月９日、一日消防長を務めました。
　佐々木さんは、イオンタウン佐沼で市長から委嘱状
を受け、相方の町田和

かず

樹
き

さんと共に防火ポスターコン
クールの入賞者へサイン入りの表彰状を授与。その後、
来場者に火災予防のチラシを配布し、火災への注意を
呼びかけました。また、市消防防災センターで実施され
た一斉放水訓練では、真剣な表情で指揮を執りました。
須藤怜

れ

奈
な

さん（12）＝迫町萩洗＝は「エバースの話が面
白かったです。火の消し忘れがないか確認して、家族み
んなで火事に気を付けます」と話しました。

定番のしょうゆ味のほか、あずきやカレー味など、さまざまな味
のはっと料理を食べようと、長蛇の列ができていました。

　「日本一はっとフェスティバル」（同実行委員会主催）
が11月30日、エスファクトリー東北中江公園で開かれ、
約３万５千人が来場しました。
　「はっと」は、藩政時代から伝わる郷土料理で、世代を
超えて受け継がれてきた食文化を文化庁が認定する
「100年フード」に選ばれています。会場では、18店舗が
自慢のはっと料理を提供したほか、姉妹都市である入
善町の特産品なども販売されました。石巻市から訪れ
た伊澤功

こう

真
ま

さん（11）は「初めてはっとを食べましたが、
おいしくて４杯食べました。クリームシチュー風のは
っとが一番おいしかったです」と笑顔を見せました。

さわやかな秋晴れの下、参加者は元日本代表選手のゲストと会
話しながらウォーキングを楽しんでいました。

　「登米市ぐるっとウォーキング」が11月８日、平筒沼
ふれあい公園や長沼フートピアトヨテツの丘公園な
ど、市内４コースで開催されました。
　ウォーキングは、市制施行20周年を記念し、元サッカ
ー女子日本代表の鮫島彩

あや

さんと元体操選手の亀山耕
こう

平
へ い

さんをゲストに迎えて初の開催。秋の風景を眺めなが
らウォーキングしました。平筒沼ふれあい公園コース
に参加した須藤利

とし

晃
あ き

さん＝豊里町横町＝は「日本代表
になる前から鮫島さんのことを応援していたので、一
緒にウォーキングできてうれしかったです。これを機
に運動を続けたいと思います」と話していました。



15 142026.1

ニコニコ笑顔をたくさ
ん見せてくれるように
なったね。いっぱい遊
んで家族みんなで仲良
く過ごしていこうね！

好奇心旺盛で食べるこ
とが大好きな凪龍くん。
これからもお姉ちゃん
達に負けず元気に大き
くなってね！

モモとスイカが大好き
な食いしんぼう！家族
みんなで健やかな成長
を願っています。

笑顔がとってもかわい
い娘。離乳食もミルク
もたくさん食べて飲ん
で、大きくなってね！

　ケーキ屋、美容師、デザイナー。私はこれまで、
さまざまな職業に興味を持ってきました。どの
仕事も楽しそうで、みんなに喜んでもらえる仕
事だと思います。そんな私が、今、興味を持って
いるのが「畜産の仕事」です。
　私たちの食卓には、牛や豚、鶏など、動物の命
が日々並びます。そうした命を育てる仕事に就
きたいと考えたのは、母の影響です。母は、大学
で畜産を学び、牧場で働くことを目指していま
した。母から聞く大学での学びや体験は、とても
興味深く、聞けば聞くほど魅力的なものでした。
私は今、母と同じ農業系の大学に進学するため
に勉強を頑張っています。同時に、日々食卓に並
ぶ動物の命に感謝しながら、食事をしています。
　食卓に並ぶ命を育てるということは、動物に
とっても人間にとっても、責任の重い仕事です。
私は、いただく命を大切に、その重みを考えなが
ら、夢に向かって進みたいです。憧れの母とその
先にある夢に向かって。

結婚当時は優しそうに見えたんだけどな。
　今は…まぁ、あれだね。でも仲良くやってるよ。

とにかく几帳面だよ。畑仕事でも細か
く間隔を測らないと気が済まないの。終わった
後はきれいだから気持ちがいいんだけどね。

九州や四国とかいろんなところに旅
行に連れて行ってもらったのが思い出に残っ
てるね。私の妹夫婦とキャンピングカーで北海
道を巡ったこともあったよ。

★
長く一緒に生活していると言い合いに

なることもあるけど、お互いの意見を本気じゃ
なく、時にはだいたいに聞くことも大切だね。

週に１回、福祉施設に通って体を動かし
たり、みんなと話すのが二人の今の楽しみだか
ら、これからも通い続けたいと思ってるよ。

　大友さんからバトンを受け取りました。石越町生まれ、
中田町在住の菊地美佳です。
　大友さんとは３年前、イラストレーターとして活動し
たいけど方法が分からずに模索していたときに、知人の
紹介で出会いました。PCの使い方やSNSでの発信、マル
シェでの接客や宣伝方法など、右も左も分からなかった
私に、大友さんは母のように優しく、時には厳しく一から
丁寧に教えてくださいました。
　私は動物や植物、キャラクターを描くのが得意で、その
特技を生かし、マルシェなどでペットイラストや似顔絵
のご依頼を多くいただいています。
　令和６、７年の「とめまる」では、一日で描ききれないほ
どのご依頼をいただき、６月にはイオンタウン佐沼で開
催されたアートイベントにも参加し、絵を通して多くの
人たちと交流することができました。
　これからも出会いを大切に、一枚一枚心を込めて描い
ていきたいと思います。
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●
介
護
は
い
つ
始
ま
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。仕
事
と
両
立
さ
せ
る
た

め
に
も
、介
護
に
直
面
し
た
と
き

に
ど
こ
へ
相
談
し
、ど
の
よ
う
に

介
護
す
る
の
か
、事
前
に
準
備
を

整
え
、相
談
窓
口
な
ど
を
確
認
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
職
場
に
家
族
等

の
介
護
に
直
面
し
た
こ
と
を
伝

え
、必
要
に
応
じ
て
勤
務
先
の
介

護
休
業
な
ど
の
介
護
両
立
支
援

制
度
を
利
用
す
る
▼
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
、自
分
で
介
護
を

し
す
ぎ
な
い
▼
介
護
保
険
は
早

め
に
申
請
し
、要
介
護
認
定
前

か
ら
調
整
を
始
め
る
▼
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
信
頼
し
、な
ん
で

も
相
談
す
る
▼
日
頃
か
ら
家
族

や
要
介
護
者
宅
の
近
所
の
人
と

良
好
な
関
係
を
築
く
▼
介
護
を

㊍
（祝）

☎
☎

☎

㊎
☎

☎
☎

㊏
☎

☎
☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊊
（祝） ☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉

☎

◉

☎

◉

　

☎

　

☎

㊊

㊋

㊋

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎

務
局（
南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

１
月
14
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

登
米
北
上
こ
ど
も
園

登
米

北
上
こ
ど
も
園

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
５
８

●
　

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
て
、

赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
産
み
育
て
ま

し
ょ
う
。パ
パ
も
大
歓
迎
で
す
。

【

妊
娠
中
の
こ
こ
ろ
の
学

び
、産
後
ク
ラ
イ
シ
ス
、産
後
応
援

シ
ー
ト
作
成
な
ど

１
月
19
日（
月
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

中
田
児
童
館

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

●

１
月
20
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
）

☎

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

●

１
月
27
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

●

１
月
14
日（
水
）、28
日

（
水
）／
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

が
、育
児
の
手
助
け
を
必
要
と
す

る
人（
利
用
会
員
）を
援
助
す
る
活

動
で
す
。

●
　

市
内
在
住
の
心
身
と
も
に
健
康

な
20
歳
以
上
の
人
で
、市
主
催
の

協
力
会
員
講
習
会
を
受
講
し
た
人

が
、会
員
に
登
録
で
き
ま
す
。

●

１
月
28
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
15
分

市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
中

会
議
室

無
料１

月
23
日（
金
）

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
いフ

ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

実
施
日
の
２
日
前石

巻

保
健
所
登
米
支
所（
疾
病
対
策
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
９

　

ア
ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

の
問
題
を
抱
え
る
方
の
ご
家
族
を

対
象
に
、治
療
や
回
復
の
過
程
、依

存
症
に
よ
る
問
題
行
動
へ
の
対
応

に
つ
い
て
学
び
合
う
教
室
を
実
施

し
ま
す
。本
人
や
ご
家
族
を
対
象

に
、専
門
の
相
談
員
に
よ
る
個
別

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

２
月
４
日（
水
）▼
家
族
教

室
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
▼
個

別
相
談
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

１
月
28
日（
水
）

●
　

Ｄ
Ｖ
や
モ
ラ
ハ
ラ
、離
婚
、虐

待
、パ
ワ
ハ
ラ
、セ
ク
ハ
ラ
、家
庭

の
問
題
、シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
子

育
て
な
ど
で
悩
む
女
性
の
た
め
の

出
張
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

１
月
21
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時（
１
人
約
50
分
）

１
月
20
日（
火
）午
後

３
時

◉

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料（
要
電
話
予
約
）

※
い
ず
れ
も
託
児
不
可

石
巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子・障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

深
刻
に
捉
え
す
ぎ
ず
、か
つ
介
護

に
専
念
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、自

分
の
時
間
を
確
保
す
る

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１　

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
は
、地
域
で
育
児
の
手

助
け
が
で
き
る
人（
協
力
会
員
）
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音
楽
ラ
イ
ブ
、各
種
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ（
木
製
キ
ャ
ン
ド
ル

ホ
ル
ダ
ー
、た
こ
、竹
あ
か
り
な
ど

の
制
作
体
験
）、巨
大
ペ
イ
ン
ト
企

画
、飲
食
ブ
ー
ス
な
ど

無
料（
一
部
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
別
途
材
料
費
）

と
よ
ま
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
協
議
会（
登
米
公
民
館
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
３
１
６

１
月
18
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階

を
深
く
理
解
し
、そ
の
影
響
と
対

応
策
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、地

域
活
性
化
の
実
践
的
な
知
見
を
学

び
、今
後
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

１
月
23
日（
金
）午
後
１
時

30
分
か
ら豊

里
公
民
館
中
ホ
ー
ル

「
人
口
減
少
日
本
で
起
き

る
こ
と
」人

口
減
少
対
策
総
合
研
究

所
理
事
長
＝
河
合
雅ま

さ

司し

氏

50
名（
申
込
先
着
順
）

下
記
二
次
元
コ
ー
ド

先
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
、ま
た

は
電
話
、電
子
メ
ー
ル
か
ら
申
し

込
み
く
だ
さ
い

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

課（
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

死m
achizukuri@

city.tom
e.

m
iyagi.jp

　

市
は
、令
和
８
年
４
月
以
降
に

進
学
・
進
級
す
る
希
望
者
に
、奨
学

金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

●

国
内
の
高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、専
修
学
校（
高
等
課

程
・
専
門
課
程
に
限
る
）、短
期
大

学
、大
学（
大
学
院
を
除
く
）

▼
高
等
学
校
／
自
宅

通
学
＝
１
万
円
以
内
、自
宅
通
学

以
外
＝
３
万
円
以
内
▼
高
等
専
門

学
校
、専
修
学
校
、短
期
大
学
、大

学
／
自
宅
通
学
＝
４
万
円
以
内
、

自
宅
通
学
以
外
＝
５
万
円
以
内

正
規
の
修
業
期
間
内

▼
市
内
在
住（
過
去

に
在
住
も
含
む
）▼
直
近
の
成
績

が
学
年
評
定
３
・
５
以
上
か
成
績

順
位
が
上
位
50
％
以
内
▼
経
済
的

理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人

●

大
学
、正
看
護
師
の
資
格

が
取
得
で
き
る
学
校

】50
万
円
以
内

▼
医
学
部
、獣
医
学

部
な
ど
＝
６
年
以
内
▼
そ
れ
以
外

＝
４
年
以
内

▼
市
内
在
住（
過
去

に
在
住
も
含
む
）▼
学
資
の
支
払

い
が
困
難
な
人

◉

１
人

予
算
の
範
囲
内

１
月
５
日（
月
）〜
２

月
20
日（
金
）

※
重
複
応
募
は
で
き
ま
せ
ん

※
提
出
書
類
や
奨
学
金
の
併
用
な

ど
、詳
細
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
す
る
か
、問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

教
育

部
教
育
総
務
課（
総
務
係
）

１
月
18
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
９
時

】一
市
・
八
日
町
通
り
、津
島

神
社
、羽
黒
神
社

▼
裸
参
り（
午
後
５
時
か

ら
）▼
点
火
式（
場
所
＝
津
島
神

社
）▼
縁
起
も
ち
ま
き（
場
所
＝
津

島
神
社
）▼
縁
起
物
販
売

登
米
中
央
商
工
会

青
年
部

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

　

ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
、冬
の
渡
り

鳥
が
数
多
く
飛
来
す
る
ス
ポ
ッ
ト

で
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

１
月
11
日（
日
）午
前
９
時

30
分
〜
正
午

石
越
町
海
上
連
親
水
公
園

日
本
雁
を
保
護

す
る
会 

会
長
＝
呉
地
正ま

さ

行ゆ
き

氏

子
ど
も
１
０
０
円
、大

人
５
０
０
円

30
名（
申
込
先
着
順
）石

越

ち
ょ
す
編
集
局（
千
田
）

☎
０
９
０（
９
７
４
９
）０
４
１
９

　　
「
お
か
え
り
モ
ネ
」出
演
の
浜

野
謙け

ん

太た

さ
ん
が
所
属
す
る「
在
日

フ
ァ
ン
ク
」の
音
楽
ラ
イ
ブ
を
は

じ
め
、本
市
な
ら
で
は
の
コ
ン
テ

ン
ツ
が
集
ま
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

１
月
25
日（
日
）午
前
11
時

〜
午
後
５
時

水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

大
会
議
室心

肺
蘇
生
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
方
法
、止
血
法
な
ど

無
料30

人（
申
込
先
着
順
）

１
月
１
日（
木
・
祝
）

〜
11
日（
日
）

※
再
講
習
を
希
望
す
る
人
も
併
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す

消
防

署（
救
急
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　

市
で
は
、本
年
12
月
に
策
定
し

た
令
和
８
年
度
か
ら
10
年
間
を
計

画
期
間
と
す
る「
第
三
次
登
米
市
総

合
計
画
」の
最
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に「
人
口
減
少
対
策
」を
掲
げ
、今
後

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
日
本
に
お
い

て
、地
域
社
会
が
直
面
す
る
課
題

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

➊

➋

➌

☎

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０

　

燃
や
せ
る
ご
み
指
定
袋（
大
）に

掲
載
す
る
広
告
主
を
募
集
し
ま
す
。

お
お
む
ね
２
３
０
万

枚（
変
動
あ
り
）１

枠
70
×
２
５
０

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、一
色
刷
り
赤
色

２
枠

お
お
む
ね
令
和
８
年

７
月
〜
令
和
９
年
６
月
販
売
分

１
枠
15
万
円

市
内
に
事
業
所
、店
舗

な
ど
を
置
き
、そ
の
事
業
内
容
が

明
確
な
法
人
な
ど

【

】１
月
５
日（
月
）〜
２

月
13
日（
金
）

※
応
募
が
枠
数
を
超
え
た
場
合

は
、抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

環
境

事
業
所
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２

▶
▶
▶
▶
▶

☎
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長
沼
ボ
ー
ト
場
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス

１
月
14
日（
水
）

受
託
業
者（
サ
ン
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
）ま
で
電
話

☎
０
８
０（
４
５
１
１
）６
６
２
１

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

地
域
の
大
会
な
ど
で
審
判
と
し

て
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

２
月
11
日（
水
・
祝
）午
前

９
時
か
ら 

】北
方
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

受
講
料
２
千
円
お
よ
び

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
代
５
０
０
円

※
有
資
格
者
は
受
講
料
無
料

１
月
15
日（
木
）登

米

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

●

15
人

J
M
T
C
佐
沼
教
室

２
月
13
日（
金
）〜
５

月
12
日（
火
）

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会（
迫
公
民
館
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

　

賦
課
期
日（
１
月
１
日
）現
在
、

事
業
で
使
用
す
る
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
個
人
・
事
業
所
は
、

「
令
和
８
年
度
固
定
資
産
税
償
却

資
産
申
告
書
」を
税
務
課
か
各
総

合
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月
２
日（
月
）

事
業
で
使

用
す
る
土
地
・
家
屋
以
外
の
資
産

（
構
築
物
、機
械
・
装
置
、運
搬
具
、

工
具
、器
具
・
備
品
、太
陽
光
発
電

設
備
な
ど
）

総
務
部
税
務
課

（
固
定
資
産
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

●

建
設
工
事
、建
設
関

▼
男
性
＝
登
米
市
、栗
原
市
、一
関

市
、平
泉
町
居
住
者
▼
女
性
＝
居

住
地
に
関
す
る
制
限
な
し

２
５
０
０
円（
当
日
の

飲
食
代
を
含
む
）

１
月
４
日（
日
）

男
女
各
25
人

「
リ
ビ
ン
グ
仙
台
」

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
く

だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
地
域
交
通
・
交
流

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

登
米
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム

（
Ｈは

っ

と

＠
！
Ｆ
Ｍ
）佐
藤
万ま

里り

子こ

氏
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
、「
声
で
つ
な
ぐ
、ま

ち
の
今
〜
地
元
の
人
に
寄
り
添
い
、

ま
ち
の
物
語
を
紡
ぐ
〜
」を
テ
ー
マ

に
講
演
を
実
施
し
ま
す
。女
性
が
自

分
ら
し
く
、働
き
や
す
く
、暮
ら
し

や
す
い
地
域
に
す
る
方
法
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
お
よ
び
近
郊
に
勤

務
・
在
住
し
て
い
る
女
性

１
月
21
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

※
要
事
前
申
し
込
み

小
田
原
短
期
大
学

通
信
教
育
課

☎
０
４
６
５（
２
３
）６
５
０
５

　

佐
沼
亘
理
家
や
、そ
の
菩
提
寺

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

早
い
段
階
か
ら
市
内
企
業
に
つ

い
て
理
解
・
関
心
を
深
め
、優
秀
な

人
材
の
市
内
企
業
へ
の
就
職
や
、

若
者
の
定
住
の
促
進
を
目
的
に
、

市
内
高
校
１
、２
年
生
を
対
象
と

し
た
、企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス（
説
明

会
）を
開
催
し
ま
す
。

１
月
27
日（
火
）午
前
10
時

〜
正
午

エ
ス
ビ
ー
食
品
と
よ
ま
蔵

ジ
ア
ム

市
内
高
校
１
、２
年
生

無
料

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
企
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

ご
当
地
ク
イ
ズ
、イ
ン
ト
ロ
ク

イ
ズ
、ス
イ
ー
ツ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
な

ど
、楽
し
く
盛
り
上
が
り
な
が
ら

出
会
い
と
縁
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

１
月
17
日（
土
）午
後
１
時

〜
４
時
30
分

栗
原
文
化
会
館（
栗
原
市
）

25
〜
45
歳
の
独
身
男
女

２
月
１
日（
日
）午
前
10
時

か
ら

迫
公
民
館
２
階
軽
運
動
場

市
歴
史
博
物
館
副
館
長

※
講
演
終
了
後
、佐
沼
亘
理
家
菩

提
寺 

松
栄
寺
に
よ
る
ご
詠
歌
・
ご

和
讃
が
披
露
さ
れ
ま
す

（
午
前
９
時
か
ら
）▼
白
石

市
甲
冑
工
房
片
倉
塾
手
作
り
甲
冑

展
示
▼
佐
沼
高
茶
華
道
部
お
茶
席

無
料下

記
二
次
元
コ
ー
ド

先
の
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話
か
ら

申
し
込
み
く
だ
さ
い

佐
沼
地
区
コ
ミ
ュ

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

受
講
料
無
料
。テ
キ
ス
ト

代
と
し
て
約
１
万
３
３
０
０
円

12
月
26
日（
金
）〜
１

月
26
日（
月
）２

月
２
日（
月
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

　

幼
稚
園
教
諭
免
許
や
保
育
士
資

格
を
取
得
で
き
る「
小
田
原
短
期

大
学 

通
信
教
育
課
程
」の
令
和
８

年
度
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

３
月
31
日（
火
）

小
田
原
短
期
大
学
通

信
教
育
課
程
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

出
願
く
だ
さ
い

約
70
〜
80
万
円

※
免
許
資
格
取
得
ま
で
の
２
〜
３

年
間
の
合
計
額

１

月
７
日（
水
）、
17
日（
土
）、
25

日（
日
）、２
月
４
日（
水
）、14
日

（
土
）、25
日（
水
）、３
月
８
日

（
日
）、11
日（
水
）、20
日（
金
・
祝
）

㊌
㊋
◉

☎

㊍
㊏

◉

☎

㊏

◉

☎

㊏
◉

☎

0220-23-8688下田中53番地8

連
業
務
、物
品
の
製
造
・
販
売
等
、

役
務
の
提
供
等１

月
13
日（
火
）〜
２

月
６
日（
金
）電

子
申
請

※
電
子
申
請
に
あ
た
り
、市
外
業

者
は
利
用
料
が
必
要
で
す

入
札
参
加
資
格
申
請

書
類
一
式

※
詳
細
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

●

内
容
が
軽
易
で

履
行
が
容
易
な
も
の
で
、工
事
は

２
０
０
万
円
、修
繕
は
１
０
０
万

円
以
下
の
も
の（
１
件
あ
た
り
）

随
時

郵
送
ま
た
は
持
参

契
約
検
査
室（
契

約
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
７
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ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
10
月
受
納
）

●
仙
北
信
用
組
合
様
／
市
内
小
学

校
用
図
書
49
冊

●
宮
城
県
東
部
郵
便
局
長
会
様
／

テ
ン
ト
１
張

●
佐
沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

／
市
内
図
書
館
用
貸
出
用
図
書

１
８
８
冊

●
上
杉
恭
弘
様
／
北
方
小
学
校
用

貸
出
用
図
書
４
６
１
冊

※
市
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
は
、市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す

総
務
部
総
務
課

（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

観
閲
行
進
、式
典
、消
防
車
両
の

展
示
の
ほ
か
、消
防
団
員
に
よ
る

一
斉
放
水
を
実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

１
月
11
日（
日
）午
前
９
時

〜
11
時

水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

※
当
日
は
、消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

北
側
と
東
側
の
市
道
が
午
前
８
時

50
分
か
ら
９
時
30
分
ま
で
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

※
災
害
時
の
対
応
と
し
て
、各
町

域
に
も
消
防
団
員
が
待
機
し
ま
す

消
防
本
部
警
防
課

（
消
防
団
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

　

県
で
は
、デ
ジ
タ
ル
身
分
証
ア

プ
リ
を
活
用
し
た
地
域
住
民
の
災

害
対
応
力
の
向
上
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
と
し
て
、デ
ジ
タ

ル
地
域
ポ
イ
ン
ト「
み
や
ぎ
ポ
イ

ン
ト
」を
活
用
し
た
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

※
令
和
６
年
度「
み
や
ぎ
ポ
イ
ン

ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」で
３
千
円
相

当
の
ポ
イ
ン
ト
を
受
領
し
て
い
る

人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

デ
ジ
タ
ル
身
分
証
ア

プ
リ「
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ン
」を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て「
み
や
ぎ
ポ
イ

ン
ト
」と「
み
や
ぎ
防
災
」を
利
用

登
録
し
た
県
民
を
対
象
に
、先
着

40
万
人
に
県
内
の
店
舗
で
利
用
で

き
る
３
千
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

※
事
業
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、

ア
プ
リ
の
動
作
が
可
能
な「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
Ｎ
Ｆ
Ｃ
対
応
）」

と
、本
人
認
証
の
た
め
の「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
」が
必
要
で
す

令
和
８
年

２
月
末
日

※
詳
細
は
、県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「
み
や
ぎ
ポ
イ
ン

ト
」コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
30
分
）

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

☎
０
１
２
０（
６
５
５
）０
６
７

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

（令和７年11月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ７ Ｒ６ 増減数

人身事故
発生件数 52件 88件 ▲36件

死者数 ０人 ２人 ▲２人

負傷者数 68人 107人 ▲39人

物損事故
発生件数 1,214件 1,126件 88件

※Ｒ7年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

（令和７年11月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,787 9,173 9,574 18,747 （8）

登米 1,725 1,999 2,178 4,177 （2）

東和 2,160 2,556 2,588 5,144 （▲13）

中田 5,296 7,112 7,334 14,446 （▲17）

豊里 2,152 2,891 2,941 5,832 （▲8）

米山 2,760 3,875 3,953 7,828 （▲12）

石越 1,445 2,032 2,004 4,036 （▲6）

南方 2,725 3,770 3,922 7,692 （▲8）

津山 1,086 1,282 1,428 2,710 （▲9）

合計 27,136 34,690 35,922 70,612 （▲63）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　

税
申
告
で
使
用
す
る
要
介
護
者

の
障
害
者
控
除
、お
む
つ
代
医
療
費

控
除
の
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

●

認
定
基
準
日（
令
和
７

年
12
月
31
日
、令
和
７
年
中
に
亡

く
な
ら
れ
た
人
は
死
亡
日
）に
65

歳
以
上
で
、要
介
護
１
〜
５
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人

無
料

●

要
介
護
認
定
の
審
査
に

あ
た
り
作
成
さ
れ
た
主
治
医
意
見

書
に
よ
り
、寝
た
き
り
で
お
む
つ

が
必
要
な
こ
と
を
確
認
で
き
る
人

１
通
３
０
０
円

※
主
治
医
意
見
書
に
よ
り
確
認
で

き
な
い
場
合
は
、医
師
か
ら
の
証

明
が
必
要
で
す

◉

１
月
５
日（
月
）〜
３

月
16
日（
月
）各

総
合
支
所
市
民
課
、

福
祉
事
務
所
長
寿
介
護
課対

象
者
の

介
護
保
険
被
保
険
者
証
、申
請
者

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
）

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
認
定
審
査
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

婚
活
の
悩
み
や
心
配
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。家
族
、友
人
同
士
で
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

25
歳
〜
55
歳
の
独
身
男
女

ま
た
は
そ
の
家
族
や
友
人

２
月
１
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
事
前
予
約
）

迫
公
民
館
１
階
研
修
室

「
み
や
ぎ
青
年
婚
活

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」へ
電
話
し
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い

１
月
30
日（
金
）

み
や

ぎ
青
年
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
２
９
３
）４
６
３
８

１
月
23
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

開
発
育
子（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

東
北
財
務
局
で
は
、借
金
を
抱

え
て
悩
ん
で
い
る
個
人（
自
営
業

を
含
む
）か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

無
料平

日
／
午
前
９
時
〜

正
午
、午
後
１
時
〜
５
時（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

東
北
財

務
局
多
重
債
務
者
相
談
窓
口

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
７
０
３

　

生
活
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
、

家
庭
の
問
題
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、困
り
ご
と
を
相
談
く
だ
さ
い
。

１
月
８
日（
木
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

▼
豊
里
高
齢
者
趣
味
の
交

流
館
▼
石
越
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
南

方
総
合
支
所

登
米
市
社
会
福
祉

協
議
会

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
３
１
０

➊
１
月
13
日（
火
）➋
27
日

（
火
）／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

➊
吉
田
公
民
館
➋
西
郷
公

民
館

無
料

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

　

障
が
い
者
が
自
立
し
た
日
常
生

活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、職
業
生
活
上
の
問
題

や
悩
み
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

１
月
27
日（
火
）、午
前
９

時
30
分
、11
時
、午
後
１
時
30
分
、

３
時（
要
電
話
予
約
）

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

無
料

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い障

害
者

就
業・生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

▶ ▶

▶

☎

「
１
年
前
納
」、「
２
年
前
納
」も

あ
り
、大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合

は
、納
付
書
か
年
金
手
帳
、通

帳
、金
融
機
関
届
出
印
を
持
参

し
、希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は

年
金
事
務
所
へ
申
し
出
く
だ
さ

い
。マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
経
由

し
て
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」か

ら
も
手
続
き
が
可
能
で
す
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、口
座

振
替
で
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。口
座
振
替
を
利
用
す

る
と
、金
融
機
関
な
ど
に
行
く

手
間
が
省
け
、納
め
忘
れ
も
な

く
な
り
、と
て
も
便
利
で
す
。

ま
た
、当
月
分
保
険
料
を
当
月

末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
で
、

月
々
60
円
割
引
さ
れ
る「
早
割

制
度
」や
、現
金
納
付
よ
り
も
割

引
額
が
多
い「
６
カ
月
前
納
」、



（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://plus.sugumail.com/usr/tome/home

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam

編

集

後

記

▼
今
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。師
走
だ
け
に
、何
か
と

忙
し
い
12
月
。年
内
が
期
限
の

仕
事
と
同
時
に
、来
年
の
お
知

ら
せ
や
取
材
予
定
を
ま
と
め
て

い
る
と
、今
が
何
年
な
の
か
分

か
ら
な
く
な
り
そ
う
で
す
。こ

ん
な
と
き
こ
そ
慌
て
ず
、一
つ

一
つ
丁
寧
に
進
め
る
こ
と
が
大

切
。心
穏
や
か
に
新
年
を
迎
え

ら
れ
ま
す
よ
う
に
。（
添
田
）

▼
ｋ
ｈ
ｂ
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ

Ｍ
大
賞
の
審
査
会
に
参
加
し
ま

し
た
。本
市
の
作
品
は
、応
募
し

て
い
た
だ
い
た
中
か
ら
選
ば
れ

た
、市
の
魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト

を
紹
介
し
て
い
る
楽
し
い
作
品

で
す
。県
内
33
市
区
町
村
が
参

加
し
た
審
査
会
の
様
子
は
１
月

３
日
に
放
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
楽
し
み
に
。（
森
田
）

▼
２
０
２
５
年
の
世
相
を
表
す

言
葉
は「
熊
」で
し
た
。私
自
身
の

１
年
を
表
す
漢
字
を
考
え
て
、

思
い
つ
い
た
の
は「
会
」。取
材
先

で
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ほ
か
に

も
、全
国
の
広
報
担
当
者
と
出

会
う
こ
と
が
で
き
て
、視
野
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

26
年
は
、も
っ
と
い
い
記
事
が

書
け
る
よ
う
に
、ま
ず
は
初
夢

に
期
待
し
ま
す
。（
高
橋
）

　「今までの努力が報われた気がして、ほっとし
ました」と話すのは、昨年９月、岩手県盛岡市で
開かれた、日本最大級の大会「t

ザ

he T
ト ラ デ ィ シ ョ ナ ル

raditional 
B
バ ー バ ー

arber B
バ ト ル

attle J
ジ ャ パ ン

apan 2024 東北」で、学生部
門の優勝を果たした佐藤さん。
　バーバーバトルとは、理容師が、オールバックや
七三、ツーブロックなどの伝統的なヘアスタイル
の完成度を競うものだ。この道に進もうと決めた
のは、将来について考えていた大学生の時。理容師
の友達が髪を切る姿に憧れ、「自分もこんなふう
に、誰かの髪を切りたい」と強く思い、大学卒業後、
理美容専門学校に入学した。
　大会に挑戦したのは、「自分の力を試したい」と
いう思いから。高校まで続けた野球では、さまざま

な大会で優勝してきたが、個人で頂点を目指すの
は初めてだった。書類審査を経て、出場が決まって
からは、毎日休まず練習を続けた。アルバイト先の
オーナーや先輩が、閉店後に熱心に指導してくれ
たこともあり、大会当日、フェードという刈り上げ
部分のグラデーションの美しさや、所作の美しさ
が高く評価され、見事優勝をつかみ取った。大会に
は仲間や地元の友達も応援に駆け付け、「みんなか
らの『おめでとう』の言葉が心に染みて、協力して
くれた人への感謝の気持ちが溢れた」と振り返る。
　３月に専門学校を卒業する佐藤さん。「これから
さらに技術を磨き、将来はもっと大きい大会でも
日本一を取りたいです」と意気込みを語る。目指す
は、新たな頂点。さらなる飛躍を誓った。

Profi le
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